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　日本共産党は、現在の天皇の制度をどうとらえ、どう対応
するのか──。志位和夫委員長のインタビューが、6月4日
付「しんぶん赤旗」に掲載されました。
　天皇の代替わりにともない新元号の発表や儀式などが
続き、即位にあたっては衆参両院で「賀詞」決議が採択さ
れました。これらに対する日本共産党の対応がメデイアでも
話題になり「もっとよく知りたい」「真意はどこにあるのか」と
いう声が寄せられています。
　志位委員長は、日本国憲法と日本共産党綱領をふまえ
●なぜ綱領から「君主制の廃止」という課題を削除したか
●天皇の制度の現在と将来にどのような態度をとるか
●国会開会式、「代替わり」儀式、「賀詞」への対応は
●元号にどう対応するか
●女性・女系天皇は
などについて、まとまって語っています。
　安倍首相は天皇とその制度への過度な礼賛、祝意を強
制するキャンペーンを行い、「令和の時代にふさわしい憲法
を」などと、天皇の制度の政治利用を強めて
います。その問題も厳しく指摘しています。
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